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本書は、交通シミュレーションの「活用」に焦点を当て、コンサルタントや交通

行政に携わる実務者を対象に、モデルの選択、データ取得方法、再現性の確認方
法、出力の解釈方法などについて、事例を交えながらわかりやすく解説したもの
です。また、交通シミュレーションの開発者にとっても、適用ニーズに合わせた
開発の方向やモデルの構造的要件について理解を深めていただける内容になって
います。 
 
平成 16年 7月に「交通シミュレーション適用のススメ」が出版されて以来、交

通シミュレーションを活用した業務件数が急激に増加し、その利用場面も、交差点、料金所、駐車場、分合流
部など局所への適用から、中規模あるいは都市圏全体を対象とするような大規模ネットワークへの適用まで、
幅広く見られるようになりました。また、バス専用レーン、中央線変移、信号制御、デマンドバスなど、多様
な交通施策の計画と評価だけでなく、交通事故の評価や、CO2・騒音などの環境評価にも活用され始めていま
す。 
 
今回の改定版では、渋滞、環境、事故などに関わる、身の回りの様々な交通現象の解析に、交通シミュレー

ションが幅広く活用できることを解説しました。また、交通シミュレーションを実際に使うにあたり、モデル
選択、モデル特性の理解、データ取得方法、パラメータ調整、計算結果解釈など、適用の際の勘所をわかりや
すく説明するよう心がけました。初版から数多く掲載することを心掛けてきた適用事例についても、最新の適
用事例に更新して一層充実した内容になっています。 
また、付録 DVDには、本書中の適用事例に関する情報や、国内で利用されている各種の交通シミュレーショ

ンソフトウェア試用版や、利用に関する情報を掲載しました。 
交通シミュレーションに関心がある方に、幅広く読まれることを願っています。 
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